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2012/平成24年
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絵本でつながる親子の「心」
絆深めるブックスタート事業
　保健センターでは、４か月健診
時に「ブックスタート事業」とし
て絵本を手渡しています。読み聞
かせは、赤ちゃんと親が心を通わ
せ合うたいせつなひとときです。
ゆっくりとページをめくり、優し
く語りかける赤ちゃんへの言葉。
その愛情は豊かな成長を育みます。
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■近隣市で放火多発／地域ぐるみで ｢放火されない・放火させない｣ 環境づくりを心がけましょう　問い合わせ＝消防本部予防課（☎441･0174）

　

環
境
に
優
し
く
、
気
軽
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
自
転
車
は
、

便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
で
路
上
に
と
め
る
と
、

歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
た

り
、
災
害
時
の
避
難
や
救
助
活
動

に
支
障
を
来
し
た
り
し
ま
す
。

　

こ
の
放
置
自
転
車
の
問
題
で
、

昭
和
59
年
の
蕨
駅
周
辺
は
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
３
と
い
わ
れ
る
５
０

０
０
台
以
上
も
の
自
転
車
で
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た（
左

上
写
真
）。
条
例
の
制
定
や

放
置
禁
止
区
域
の
設
定
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
、
そ
の
数

は
減
少
し
た
も
の
の
、
長
年
、

１
０
０
０
台
以
上
が
放
置
さ
れ

て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、市
で
は
、安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

の
た
め
、
そ
れ
ま
で
１
か
所
だ
っ

た
撤
去
自
転
車
の
保
管
場
所
を
南

町
３
丁
目
に
増
設
し
、
環
境
面
で

の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。ま
た
、日

曜
日
や
祝
日
な
ど
も
駅
周
辺
を
中

心
に
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、

巡
回
の
強
化
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
域
に
お
い
て
は
、
交

通
安
全
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん
が

積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
、

民
営
の
一
時
駐
輪
場
が
増
加
し
た

り
と
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
課
題
に
向

き
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
実
を

結
び
、
平
成
19
年
に
は
９
４
１
台

あ
っ
た
蕨
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車

数
は
、23
年
に
は
約
９
割
減
少
し
、

94
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
の
減
少
は
、
歩
行

空
間
の
確
保
や
ま
ち
の
景
観
を
保

つ
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
件
数
の
減

少
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
発
生
す
る
刑
法
犯
認
知
件
数

の
う
ち
、
約
３
割
が
自
転
車
盗
で

シルバー人材センター会員

長
おさ

壁
かべ

 剛
たけし

さん

　駅周辺を巡回、指導する仕事
を始めて８年。以前に比べて、
放置自転車の数は激減し、私た
ちもとてもやりがいを感じてい
ます。今後もきれいなまちを保
つために、更に放置自転車を減
らす努力をしていきたいです。

激減は巡回のやりがいに
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駅
前
の
放
置
自
転
車
が
減
少

　
　
　
安
全
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

◀▲ 放置自転車であふれていた蕨駅西口周辺（昭和5₉年） 
が、皆さんのご理解とご協力により、現在では歩行
もしやすく、きれいなまちの玄関口となっています

あ
る
蕨
市
。
犯
罪
の
温
床
と
な
っ

て
い
た
放
置
自
転
車
の
減
少
に
伴

い
、19
年
に
６
６
１
件
だ
っ
た
自

転
車
盗
は
、
23
年
に
は
４
７
４
件

と
な
り
、
防
犯
上
に
お
い
て
も
大

い
に
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
置
自
転
車
を
な
く
し
、
よ
り

安
全
で
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
、
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
犯
上
も
大
い
に
効
果
あ
り

　市が進めている安全で安心なま
ちづくりのなかから、放置自転車
の現状や聴覚障害者の災害時用バ
ンダナの作製、見守り活動に関す
る協定締結についてご紹介します。

市政スポット

昨年の放置自転車クリーンキャンペーンの様子

●
自
転
車
等
駐
車
場
の
二
次
受
付

／
11
月
25
日（
日
）　

午
前
９
時
～

午
後
５
時　
中
央
公
民
館 

※
先

着
順
で
整
理
券
配
布
。
利
用
期
間

は
12
月
１
日
か
ら
来
年
11
月
30
日

ま
で　

詳
細
＝
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
☎
433
・
０
９
６
２
）

現 在

昭和59年
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■住宅用火災警報器の設置／まだ設置をしていないご家庭はお早めに　設置箇所は原則寝室と階段です　詳細＝消防本部予防課（☎441･0174）

っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
け
が
を
し
た
と
き
に
止

血
や
添
え
木
の
固
定
な
ど
、
応
急

処
置
用
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
バ
ン
ダ
ナ
は
、
既

に
聴
覚
障
害
者
の
ご
自
宅
へ
お
届

け
し
て
い
る
と
と
も
に
、
手
話
通

訳
の
派
遣
事
務
所
や
サ
ー
ク
ル
な

ど
に
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課

（
☎
433
・
７
７
５
４
）

　

市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
や
手
話

が
で
き
る
か
た
た
ち
が
、
地
震
な

ど
の
災
害
時
に
目
印
と
し
て
活
用

で
き
る
、
災
害
時
用
の
バ
ン
ダ
ナ

を
作
製
し
ま
し
た
。

　

聴
覚
障
害
者
の
か
た
た
ち
は
、

障
害
が
あ
る
こ
と
が
外
見
か
ら
は

判
断
し
に
く
い
た
め
、
災
害
時
に

周
囲
か
ら
の
手
助
け
が
遅
れ
た
り
、

情
報
が
把
握
し
に
く
か
っ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
誰
も
が
ひ
と

目
で
分
か
る
よ
う
な
方
法
を
と
、

蕨
市
聴
覚
障
害
者
協
会
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
要
望
を
受
け
、
こ
の
ほ

ど
作
製
に
至
り
ま
し
た
。

　

バ
ン
ダ
ナ
は
、
75
㌢
四
方
で
ピ

ン
ク
と
緑
の
２
色
か
ら
な
り
、「
耳

が
き
こ
え
ま
せ
ん
」、「
手
話
が
で

き
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
に
つ
け
る
と
き
に
、
折
り
畳
む

向
き
を
変
え
る
こ
と
で
周
囲
に
状

況
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
支

援
を
受
け
や
す
く
な
っ
た
り
、
手

話
が
で
き
る
人
を
探
し
や
す
く
な

生活協同組合とも見守り活動に関する協定を締結

中央４丁目・75歳

新
しん

保
ぼ

 淳
あつ

子
こ

さん

　

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
９
月
19
日
、
生

活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉

（
錦
町
２
丁
目
）
と
、「
蕨
市
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
民
生
委
員
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
を

定
期
的
に
行
い
、
地
域
か
ら
孤
立

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
聞
販
売
店
や
水
道
の

検
針
委
託
業
者
、
郵
便
局
な
ど
と

も
覚お

ぼ
え

書が
き

、
協
定
を
結
び
、
異
変
を

察
知
し
た
場
合
に
は
、
警
察
や
消

防
な
ど
に
通
報
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
体
制
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
締
結
は
、
そ
の
体
制
を
更

に
強
化
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者

を
は
じ
め
、
障
害
の
あ
る
か
た
や

子
ど
も
た
ち
な
ど
、
全
て
の
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

 

見
守
り
体
制
の
更
な
る
強
化
で

　 

広
が
る
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
の
見
守
り
活
動
が
拡
充

 
聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
に

　 
災
害
時
用
の
バ
ン
ダ
ナ
を
配
布

災
害
時
に
助
け
合
う
目
印
に

蕨市聴覚障害者協会

成
なり

田
た

 昇
のぼる

会長

　「耳がきこえません」
の部分には、市制施行
30周年時に誕生したマ
スコットキャラクター

「ワラビー」が聴覚障害
者を表す手話をしてい
ます。また、市制施行50
周年時に誕生した「エン
ジェルわらぶー」のイ
ラストも入っています。

　緑とピンクが色鮮やかで暗い
場所でも目立つ、このバンダナ
があると安心感が生まれます。
今月７日に市民公園で開かれる
バザーで身につけ、多くの人に
理解を深めてもらい、各地に広
がるようアピールしたいです。

安心が広がる作製に感謝

　日頃から、住民どうしで挨拶
や声がけをすることで、顔見知
りとなり、地域のつながりを持
つことはたいせつだと思います。
その上で行政側でも、さまざま
な見守り体制を整えておくと、
万一のときにも心強いですね。

万一のとき心強い体制を

　

バ
ン
ダ
ナ
も
披
露
さ
れ
る
バ

ザ
ー
が
開
催
。
●
ど
ん
ぐ
り
大

バ
ザ
ー
／
７
日（
日
） 

午
前
10
時

～
午
後
３
時　

市
民
公
園　

詳

細
＝
埼
玉
聴
覚
障
害
者
福
祉
会

後
援
会
（
☎
048
・
814
・
３
３
５
１
）

ピンク色の面 緑色の面

広げると75㌢四方に
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■各義援金のお礼／総額273,4₆8円を各被災地へ送金　内訳などは市ホームページに掲載　ありがとうございました　詳細＝庶務課（緯433・7705）

日
本
大
震
災
を
教
訓

に
、
蕨
市
で
は
、
災

害
時
の
自
治
体
間
の
支
援
体

制
を
拡
充
し
よ
う
と
、
平
成

８
年
に
協
定
を
結
ん
だ
群
馬

県
片か

た

品し
な

村
に
加
え
、
８
月
30

日
に
は
、
静
岡
県
湖こ

西さ
い

市
と

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

湖
西
市
と
は
、
想
定
地
震

が
異
な
り
、
直
線
距
離
で
約

２
３
０
㌔
と
、
相
互
支
援
が

可
能
な
位
置
関
係
に
あ
り
ま

す
。災
害
時
に
は
、必
需
品
の

提
供
、
被
災
者
の
一
時
受
け

入
れ
、
職
員
の
派
遣
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
相

手
方
か
ら
の
要
請
が
な
く
て

も
、
応
援
を
開
始
で
き
る
の

が
今
回
の
協
定
の
特
長
で
す
。

　

学
校
耐
震
化
な
ど
も
含
め
、

今
後
も
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

法
華
田
の　
　
　
　
　

　
　
　

少
女
演
芸
大
会

語 る 人

稲
いな

垣
がき

みち子
こ

さん
錦町５丁目・81歳

　

昔
の
写
真
は
、
昭
和
23
年

の
秋
に
、法ほ

っ

華け

田だ（
現
在
の
錦

町
５
丁
目
を
中
心
と
し
た
地

域
）で
開
催
さ
れ
た
、「
少
女

演
芸
大
会
」の
様
子
で
す
。18

歳
だ
っ
た
私
は
後
列
の
左
か

ら
６
番
目
に
写
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
娯
楽
が

少
な
か
っ
た
当
時
、
ま
ち
を

活
気
づ
け
よ
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
し
ょ
う
。
地
域
の

少
女
が
、「
野の

崎ざ
き

小こ

唄う
た

」や「
新に

い

妻づ
ま

鏡か
が
み

」
な
ど
の
流
行
歌
に
合

わ
せ
て
踊
り
を
披
露
す
る
こ

と
に
な
り
、本
番
に
向
け
て
、

私
も
数
か
月
前
か
ら
毎
日
練

習
に
励
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
演
目
に
合
っ
た

衣
装
を
着
た
り
化
粧
を
し
た

り
と
、
み
ん
な
で
お
祭
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
観
客
も
た

く
さ
ん
集
ま
り
、
舞
台
の
右 － 313 －

東

　静岡県の最西端に位置する湖西市は、
北西部は山、南部は太平洋、東部は浜

はま

名
な

湖
こ

と、豊かな自然に囲まれたまちです。
かつては東海道の宿場町で、織物が盛
んでした。また、発明家・豊

とよ

田
だ

佐
さ

吉
きち

の
出身地としても知られています。人口
約6万2,000人、市域面積86.65平方㌔㍍。

　蕨市では、より災害に強
いまちづくりを推進するた
め、８月₃₀日、静岡県湖西
市と、「災害時における相互
応援協定」を締結しました。
そこでここ４ページでは、
その協定及び湖西市の概要
についてご紹介します。

静岡県湖
こ

西
さ い

市と
災害時における相互応援協定締結

湖西市ってどんなまち？

湖西市出身の豊田佐吉の生家

特集：災害に強いまちへ

片品村

蕨市

湖西市

愛知県
静岡県

湖西市

湖西市新居関所史料館前での調印式の様子（賴
より

髙
たか

英
ひで

雄
お

蕨市長・左、三
み

上
かみ

元
はじめ

湖西市長・右）
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■賑わいステーション in 春日商店会／28日　午後4時～8時　大黒屋酒店（錦町5－4－2₆）　模擬店・バンド演奏　詳細＝同商店会事務局（緯443・5221）

心身ともにリラックス
　

９
月
３
日
、
敬
老
の
日
に

ち
な
み
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
も
ら

お
う
と
、松
原
会
館
で「
第
39

回
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た

18
人
は
、
蕨
市
視
覚
障
害
者

協
会
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
よ

る
入
念
な
施
術
に
大
満
足
。

語
ら
い
も
楽
し
み
な
が
ら
身

も
心
も
ほ
ぐ
さ
れ
ま
し
た
。

市に簡易トイレの寄附
　

地
域
の
防
犯
活
動
な
ど
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
蕨

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
９

月
21
日
、
簡
易
ト
イ
レ
１
０

０
０
セ
ッ
ト
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、「
非
常
時
に
役

立
つ
物
を
」
と
香か

川が
わ

重し
げ

人と

会

長（
写
真
中
央
）。
市
で
は
、

避
難
所
に
備
蓄
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蕨で育てたお米を収穫
　

子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
た

い
せ
つ
さ
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
、
地
域
の
協
力
の
下
で

開
か
れ
て
い
る
錦
町
の
「
田

ん
ぼ
の
学
校
」。９
月
16
日
に

稲
刈
り
が
行
わ
れ
、
鎌
な
ど

を
使
い
、
１
４
０
㌕
の
お
米

を
収
穫
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
児
童
な
ど
１
２
０
人
は
、

蕨
産
の
新
米
を
味
わ
え
る
日

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

長寿のお祝い会を開催

親元を離れて共同生活

　

９
月
15
日
、
市
民
会
館
で

「
お
年
寄
り
を
敬
う
会
」が
開

か
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
77

歳
以
上
に
な
る
５
８
４
５
人

（
前
年
比
２
４
９
人
増
）を
ご

招
待
し
、
１
４
９
５
人
が
出

席
。
子
ど
も
た
ち
の
敬
老
作

文
の
発
表
や
合
唱
、
合
奏
な

ど
で
、長
年
、社
会
に
尽
く
さ

れ
て
き
た
皆
さ
ん
の
ご
長
寿

を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生
以
上
の
児
童

が
公
民
館
に
宿
泊
し
な
が
ら

通
学
す
る
合
宿
通
学
は
、
市

内
５
地
区
で
毎
年
開
か
れ
て

い
ま
す
。
東
公
民
館
で
は
９

月
９
日
か
ら
７
日
間
、
児
童

24
人
が
、
指
導
員
や
地
域
の

人
に
支
え
ら
れ
て
共
同
生
活

を
体
験
。
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
あ
ら
た
め
て
家
庭
の
た

い
せ
つ
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

側
を
通
る
中
山
道
ま
で
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
１

回
の
み
の
開
催
で
し
た
が
、

今
も
心
に
残
る
思
い
出
で
す
。

　

今
の
写
真
は
、
錦
町
５
丁

目
４
番
地
か
ら
北
町
交
番
方

面
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

写
真
中
央
に
立
つ
ケ
ヤ
キ
の

辺
り
が
、
演
芸
大
会
の
舞
台

が
設
営
さ
れ
た
場
所
で
す
。

いま むかし

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔飼い主を探しています〕
▶セキセイインコ　約20㌢　緑色と黄
色　中央公園脇の道路で保護︿佐藤・
緯431・2345﹀
〔お越しください〕
▶蕨ギターアンサンブル　創立20周年
記念コンサート　21日　午後2時　文化ホ
ールくるる　無料︿佐藤・緯442・3571﹀
〔仲間になりませんか〕
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後2時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶児童合唱団「野うさぎ」　土曜日　午
後４時　南公民館　月3,500円　幼児～
中学生︿近藤・緯080・5375・5659﹀
▶蕨市南剣道クラブ　火曜日＝午後６
時半　土曜日＝午後６時　南小学校　
月2,000円（未就学児は500円）　年長～
小学生︿沼野井・緯442・1787﹀
▶アトリエyuki（ビーズでのアクセサ
リー作り）　月２回金曜日　午後１時　
１回1,000円（別途材料費）　プロの講
師による指導　会場など詳細は電話に
て要確認︿山田・緯080・4667・3678﹀
▶蕨北町サッカースポーツ少年団　
土・日曜日・祝日　北小学校　月1,500～
2,000円（未就学児は年間1,000円）　年
中～小学生︿小泉・緯090・4948・5936﹀
▶太極拳圓松会　月曜日　午前９時半
文化ホールくるる　月2,000円︿石井・
緯080・1353・7936﹀
▶和楽備ラジオ体操絆の会　月・水・
金曜日　午前６時20分　城址公園　雨
天中止︿平田・緯444・2222﹀
▶蕨市スポーツ少年団少林寺拳法　
水・土曜日　午後６時45分　第二中学
校　月2,000円　小学生以上　随時見
学可︿上堀・緯090・9319・6782﹀
〔参加しませんか〕
▶ダンスパーティー　３日・11日・24
日　午後１時　文化ホールくるる　499
円︿犬塚・緯441・7373﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　２日＝中央公
民館　10日＝南公民館　18日＝旭町公
民館　午後７時︿岡田・緯441・3172﹀
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■リサイクルフラワーセンター花壇ボランティア募集／10日・24日・11月14日・28日　午後1時　申し込み＝蕨戸田衛生センター組合（緯421・2801）

ワ
ラ
ビ　

部
屋
の
片
づ
け
終

わ
り
～
。
ご
み
は
全
部
ま
と

め
て
捨
て
ち
ゃ
お
～
っ
と
。

お
母
さ
ん　

き
ち
ん
と
分
別

し
な
き
ゃ
だ
め
じ
ゃ
な
い
。

ワ
ラ
ビ　

め
ん
ど
う
だ
な
～
。

お
母
さ
ん　

も
ぉ
ワ
ラ
ビ
っ

た
ら
。
今
月
は
３
Ｒ
推
進
月

間
な
の
よ
。
い
い
機
会
だ
か

ら
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
に

お
勉
強
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

職
員　

こ
ん
に
ち
は
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。
ね

～
職
員
さ
ん
、
な
ぜ
ご
み
は

分
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
？

職
員　

ご
み
の
な
か
に
は
、紙

類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
、

再
利
用
で
き
る
資
源
物
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。

ま
た
、
分
別
は
ご
み
の
減
量

化
に
も
つ
な
が
る
ん
で
す
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
～
。

職
員　

市
で
は
、
平
成
14
年

度
か
ら
17
品
目
で
収
集
を
し

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

分
け
れ
ば
資
源　

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
を

８
日
か
ら
再
生
家
具
の
売
り
払
い
受
付
開
始

協
力
に
よ
り「
も
や
す
ご
み
」

は
13
年
度
の
１
万
５
８
３
２

㌧
か
ら
昨
年
度
は
１
万
２
２

４
８
㌧
に
減
少
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん　

着
実
に
成
果
が

で
て
い
る
の
ね
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
こ
と
に
取

り
組
め
ば
い
い
の
？

職
員　

例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
洗
っ
て
ラ
ベ
ル
と
蓋

を
取
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
効
率
も
向
上
し
ま
す
。

ま
た
、
買
い
物
に
は
マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
参
し
て
レ
ジ
袋
を

断
っ
た
り
、
過
剰
包
装
の
商

品
を
避
け
た
り
と
、
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
る

こ
と
も
た
い
せ
つ
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

一
人
ひ
と
り
の
意

識
が
と
て
も
重
要
な
ん
だ
ね
。

職
員　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ

ら
の
家
庭
系
ご
み
に
限
ら
ず

事
業
系
ご
み
な
ど
、
社
会
全

体
で
ご
み
の
削
減
と
資
源
化

に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
母
さ
ん　

と
こ
ろ
で
、
こ

こ
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
で

も
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
一
環
と

し
て
再
生
家
具
の
売
り
払
い

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

職
員　

は
い
。
粗
大
ご
み
と

し
て
捨
て
ら
れ
た
家
具
を
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
補
修
し

親と子の
ニュースの
小窓

今月は３Ｒ推進月間
できることから

はじめてみませんか ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
分
別　

朝
８
時
ま
で
に
集
積
所
へ

　10月は、R
リ デ ュ ー ス

educe（ごみを減らす）、
R
リ ユ ー ス

euse（再使用）、R
リ サ イ ク ル

ecycle（再生使用）
の「３Ｒ推進月間」です。８日からは
蕨戸田衛生センターで再生家具の売
り払いも行われます。ぜひこの機会
に、私たちの身近な生活のなかで取
り組めることを考えてみませんか。

て
年
３
回
、
入
札
方
式
で
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
今
月

８
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
し

ま
す（
詳
細
は
左
囲
み
参
照
）。

せ
っ
か
く
な
の
で
、
展
示
会

場
を
ご
案
内
し
ま
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

い
っ
ぱ
い
あ
る
～
。

ど
れ
も
新
品
み
た
い
だ
。

職
員　

こ
れ
ら
の
家
具
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
再
生

さ
れ
た
物
な
ん
で
す
。

お
母
さ
ん　

ち
な
み
に
、
ワ

ラ
ビ
の
勉
強
机
も
こ
こ
で
入

札
し
た
物
な
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
だ
っ
た
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

す
ぐ
に
新
し
い

物
を
買
う
の
で
は
な
く
、
再

生
品
を
使
っ
た
り
、
今
あ
る

物
を
た
い
せ
つ
に
し
た
り
す

る
こ
と
が
重
要
な
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

う
ん
、分
か
っ
た
。

職
員　

再
生
家
具
は
と
て
も

お
手
頃
な
価
格
で
入
札
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

再生家具の売り払いを開催します
とき＝８日～13日　午前９時～11時半と午後１時～４時半　対象＝市民（未
成年者、業者などは除く）　再生家具＝約200点　入札金額＝300～8,000円　
１人３点以内　詳細＝同センター組合業務課（戸田市美女木978・緯421・2801）
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来
らい

翔
と

ちゃん
（５歳４か月）

来
くる

桃
み

ちゃん
（７か月）

松
まつ

田
だ

　賢
けん

二
じ

さん　
繭
まゆ

子
こ

さんの
長男・長女　 　

　　南町２丁目

明
あ

寿
す

香
か

ちゃん
（１歳３か月）

岡
おか

田
だ

　秀
ひで

明
あき

さん　
悦
えつ

子
こ

さんの
長女　　　　

　　南町４丁目

■住民票の写し等の交付に係る本人通知制度／住民票の写しなどを本人以外に交付した場合に登録者へ通知　登録・詳細＝市民課（緯433・7751）

　
「
明
寿
香
は
活
発
で
外
遊

び
が
大
好
き
な
お
て
ん
ば
娘
。

公
園
の
滑
り
台
に
だ
っ
て
、

一
人
で
上
ま
で
登
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
。
そ
ん
な
姿
に
、

毎
日
は
ら
は
ら
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
育
っ
て
欲
し
い
で
す
」

と
母
親
の
悦
子
さ
ん
。「
帰

宅
す
る
と
、
明
寿
香
は
兄
の

晄ひ
ろ

和と

と
競
う
よ
う
に
お
出
迎

え
を
し
て
く
れ
ま
す
。『
こ

っ
こ
～
』
と
だ
っ
こ
を
せ
が

む
明
寿
香
を
抱
き
し
め
て
い

る
と
、
仕
事
の
疲
れ
も
一
気

に
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す

ね
」
と
父
親
の
秀
明
さ
ん
も

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－486－

蕨市アウトメディア宣言

　

飛
行
機
や
日
本
一
周
、
世
界
一
周
、

そ
し
て
灯
台
。
な
ん
の
こ
と
か
、
ぴ
ん

と
き
た
人
は
、
あ
る
遊
び
に
夢
中
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
？
そ
う
、
こ

れ
ら
は
け
ん
玉
の
代
表
的
な
技
の
名
前

で
す
。
塚
越
児
童
館
で
は
、「
目
指
せ
！

け
ん
玉
名
人
」
と
題
し
、
児
童
た
ち
が

小
気
味
よ
い
音
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体

験
し
よ
う
と
地
域
の
人
に
こ
つ
を
教
わ

っ
た
、昨
年
の「
ケ
ン
ケ
ン
教
室
」。更
に

認
定
表
を
作
る
と
児
童
た
ち
は
が
ぜ
ん

や
る
気
が
湧
き
、
最
高
位
の
１
級
に
到

達
し
た
子
も
。腕
に
覚
え
が
あ
る
人
は
、

同
館
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

子どもクラブ大技にもチャレンジ！

塚越児童館

かるた
　アンチエイジング

　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
お
い

て
、
最
善
で
最
高
の
健
康
状

態
や
美
し
さ
を
実
現
す
る
こ

と
。
そ
の
目
標
値
を
オ
プ
テ

ィ
マ
ル
レ
ン
ジ
と
い
い
、
実

オ
プ
テ
ィ
マ
ル
ヘ
ル
ス

年
齢
の
約
７
～
８
割
の
機
能

年
齢
（
当
科
の
ド
ッ
ク
で
は

神
経
・
筋
・
血
管
・
ホ
ル
モ
ン
・

骨
の
機
能
年
齢
を
測
定
）
が

代
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

健
康
と
は
、
病
気
か
病
気
で

な
い
か
に
分
け
て
考
え
る
の

が
一
般
的
で
し
た
。し
か
し
、

予
防
医
学
で
は
、
病
気
で
な

い
こ
と
は
必
ず
し
も
健
康
を

示
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
オ
プ

テ
ィ
マ
ル
ヘ
ル
ス
を
保
つ
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
い

っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん
か
？

　

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
は
、蕨
・
戸
田
両
市
の
ご
み

処
理
を
し
て
お
り
、
蕨
市
長

で
あ
る
私
が
同
組
合
の
管
理

者
を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の

施
設
で
は
、
ご
み
焼
却
の
際

に
発
生
す
る
熱
で
発
電
を
し

て
お
り
、
組
合
で
使
用
す
る

電
力
の
約
９
割
を
賄
っ
て
い

ま
す
。し
か
し
、ご
み
焼
却
炉

は
24
時
間
稼
動
し
て
い
る
一

方
、
夜
間
や
休
日
は
組
合
で

の
使
用
電
力
が
少
な
い
た
め
、

余
剰
電
力
が
発
生
し
、
こ
れ

ま
で
は
東
電
に
無
償
で
供
給

し
た
形
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
余
剰
電
力

を
特
定
規
模
電
気
事
業
者（
Ｐ

Ｐ
Ｓ
）に
売
却
し
、同
事
業
者

に
は
、組
合
が
売
却
し
た
電
力

量
の
範
囲
内
で
、東
電
よ
り
安

い
料
金
で
両
市
の
公
共
施
設

に
電
気
を
供
給
し
て
も
ら
う

電
力
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
余
剰
電
力
は
、
平
成
22

年
度
の
実
績
で
約
１
６
０
万

㌔
・
㍗
時
あ
り
、蕨
市
役
所
庁

舎
の
年
間
電
力
使
用
量
50
万

㌔・㍗
時
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
賄
え

る
量
で
す
。
更
に
組
合
と
し

て
余
剰
電
力
売
却
に
よ
る
収

入
は
、１
０
０
０
万
円
以
上
が

見
込
ま
れ
、
市
の
財
政
負
担

の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

原
発
事
故
以
来
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
一
助
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

ごみ焼却施設の余剰電力で、
電力の地産地消を推進
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市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は４日、11月は１日です。
時間は午後１時～５時を予定
しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

DEお

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
外
来
は
金
曜
日
午
後
。
詳
細

は
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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年
の
歴
史
が
あ
る
中
央
２

丁
目
の
竹ち

く

紫し

館か
ん
。
過
去
に

は
、
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
・
入
賞
す
る
な
ど
、
多
く
の
強

豪
を
輩
出
し
た
名
門
道
場
で
す
。

　

そ
ん
な
道
場
で
、
４
月
か
ら
新

し
い
指
導
者
が
、
教
え
子
と
と
も

に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

自
身
も
館
生
だ
っ
た
伊
谷
俊
之
さ

ん（
23
歳
・
北
町
２
丁
目
）。当
時
の

様
子
を
伺
う
と
、「
自
分
は
断
ト
ツ

に
弱
か
っ
た
ん
で
す
…
」と
、苦
笑

い
し
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

雑
草
魂
―
。
粘
り
強
く
続
け
て

存
在
感
を
放
つ
、
伊
谷
さ
ん
は
そ

ん
な
剣
士
で
す
。
友
達
の
勧
め
で

道
場
に
通
い
始
め
た
の
は
小
学
２

年
生
の
と
き
。
厳
し
い
稽け

い

古
に
、

初
め
は
「
楽
し
く
な
か
っ
た
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
更
に
は
、
試
合
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今
月
27
日
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館

で
開
か
れ
る「
オ
ー
タ
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
０
１
２ 

蕨
宿
開
設
４
０
０
年
」。

明
治
天
皇
の
行ぎ

ょ
う

幸こ
う

の
様
子
を
描
い
た

掛
軸
「
一い

ち

ノの

宮み
や

御み

幸ゆ
き

之の

図ず

」
を
は
じ

め
、
本
陣
家
に
伝
わ
る
貴
重
な
資
料

や
、
中
山
道
を
描
い
た
浮
世
絵
な
ど

約
１
５
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
今
回

ご
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
な
か
の
１

つ
、「
旅り

ょ

行こ
う

用よ
う

心じ
ん

集し
ゅ
う

」
で
す
。

　

江
戸
時
代
も
中
頃
に
な
る
と
、
社

寺
へ
の
参
詣
や
湯
治
な
ど
を
理
由
に

庶
民
の
間
で
比
較
的
、
旅
が
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　

文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
に
出
版

さ
れ
た
旅
行
用
心
集
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
、
旅
行
の
際
に
用
心
す
る
事

柄
を
集
め
た
も
の
で
す
。
旅
の
心
得

や
持
ち
物
な
ど
を
解
説
し
た
同
書
は

61
か
条
か
ら
な
っ
て
い
て
、「
道
中
の

持
ち
物
は
少
な
く
す
る
こ
と
」、「
旅

先
で
土
地
の
言
葉
や
風
俗
を
笑
っ
た

り
し
な
い
こ
と
」
な
ど
、
現
代
で
も

通
じ
る
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
庶
民
の
旅
が
盛
ん
に
な
る

と
、道
中
記
と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
出
版
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。宿
場
の
見
ど
こ
ろ
や

宿
屋
の
料
金
、
地
図
な
ど
を
掲
載
し

た
道
中
記
は
、
携
帯
に
便
利
な
よ
う

に
コ
ン
パ
ク
ト
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
も
今
も
、
旅
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、
旅
情
を
そ
そ

ら
れ
た
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か
親
近

感
が
湧
き
ま
せ
ん
か
。
蕨
宿
を
訪
れ

た
旅
人
も
、
き
っ
と
旅
行
用
心
集
や

道
中
記
を
携
え
て
、
旅
へ
の
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、旅
人
が
携
帯
し
た
薬

や
お
守
り
な
ど
、蕨
宿
の
息
吹
が
感
じ

ら
れ
る
同
展
。４
０
０
年
の
歴
史
に
思

い
を
は
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
＝
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
432
・
２
４
７
７
）

Ｎｏ６

剣道を愛し竹のようにすくすくと

を
し
て
も
全
く
勝
て
な
い
日
々
。

そ
れ
で
も
ひ
た
む
き
に
稽
古
に
励

む
伊
谷
さ
ん
を
、
５
年
生
の
終
わ

り
の
と
き
、
周
囲
は
キ
ャ
プ
テ
ン

に
指
名
し
ま
し
た
。
当
時
は
同
館

初
の
埼
玉
県
大
会
優
勝
を
目
指
し

て
い
た
重
要
な
時
期
。「
責
任
感

が
鍛
え
ら
れ
た
」
と
話
す
伊
谷
さ

ん
は
、
才
能
が
開
花
し
、
優
勝
に

貢
献
。
重
責
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
剣
道
に
打
ち
込
み
、

大
学
２
年
生
の
と
き
に
四
段
を
修

得
。卒
業
後
、「
恩
返
し
に
な
れ
ば
」

と
現
在
、
週
４
回
、
剣
道
を
始
め

た
ば
か
り
の
ち
び
っ
こ
剣
士
８
人

に
基
本
の
型
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
「
成
長
が
目
に
見
え
て
分
か
っ

た
と
き
が
う
れ
し
い
」
と
指
導
の

だ
い
ご
味
を
語
る
伊
谷
さ
ん
。
稽

古
中
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
が
、
稽

古
後
は
一
転
、
優
し
い
表
情
に
。

そ
ん
な
伊
谷
さ
ん
の
所
に
は
、
自

然
と
教
え
子
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

　

初
心
者
の
指
導
は
、
剣
道
の
楽

し
さ
を
伝
え
、
裾
野
を
広
げ
る
重

要
な
役
割
。「
勝
て
な
い
時
期
を

経
験
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
弱
い

子
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
る
」と
、

先
輩
指
導
者
も
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

竹
紫
館
の
「
竹
」
に
こ
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
す
く
す
く
と
ま
っ

す
ぐ
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
。
指
導
者
、
そ
し
て
一
人
の

剣
士
と
し
て
、
教
え
子
と
い
っ
し

ょ
に
剣
の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

中仙道蕨宿

400周年
旅 行 用 心 集

指導のモットーは「真剣かつ楽しく」

輝

いて
ます

旅行用心集 八隅蘆菴編 文化７年（1810）


